
(57)【要約】

【課題】絞りダイスが磨耗しても絞りダイスを交換する

ことなく使用できるようにする。更に、縮径寸法が多種

に及ぶ場合でも絞りダイスを交換することなく対応でき

るようにする。

【解決手段】絞りダイスと管の少なくとも一方の部材を

管軸に沿って他方の部材側へ加圧移動して管に縮径部１

ｂを形成する管の縮径装置において、絞りダイス３を、

内面４ａが所望の型面に形成され、外面４ｂが軸方向に

おいて傾斜するテーパ面に形成され、かつ、周方向に複

数に分割されて軸方向及び軸方向と直交する方向に移動

可能な分割型４と、該分割型４の外方に配置され、分割

型４の前記テーパ状の外面４ｂと摺動するテーパ面５ａ

を有するホルダ５と、前記分割型４の軸方向の位置を設

定する移動部材６とで構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絞 り ダ イ ス と 管 の 少 な く と も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の 部 材 側 へ 加 圧 移 動 し て 管 に
縮 径 部 を 形 成 す る 管 の 縮 径 方 法 に お い て 、 絞 り ダ イ ス に 、 管 の 周 方 向 に 複 数 分 割 さ れ た 分
割 型 を 設 け 、 該 分 割 型 を 管 軸 と 直 交 す る 方 向 に 進 退 移 動 可 能 に し 、 こ の 分 割 型 の 内 径 を 所
望 の 縮 径 寸 法 に 設 定 し て 、 絞 り ダ イ ス と 管 の 少 な く と も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の
部 材 側 へ 加 圧 移 動 し 、 管 を 縮 径 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 管 の 縮 径 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
絞 り ダ イ ス と 管 の 少 な く と も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の 部 材 側 へ 加 圧 移 動 し て 管 に
縮 径 部 を 形 成 す る 管 の 縮 径 装 置 に お い て 、 絞 り ダ イ ス を 、 内 面 が 所 望 の 型 面 に 形 成 さ れ 、
外 面 が 軸 方 向 に お い て 傾 斜 す る テ ー パ 面 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て 軸
方 向 及 び 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 移 動 可 能 な 分 割 型 と 、 該 分 割 型 の 外 方 に 配 置 さ れ 、 分 割
型 の 前 記 テ ー パ 状 の 外 面 と 摺 動 す る テ ー パ 面 を 有 す る ホ ル ダ と 、 前 記 分 割 型 の 軸 方 向 の 位
置 を 設 定 す る 移 動 部 材 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 管 の 縮 径 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 管 の 縮 径 方 法 お よ び 縮 径 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 円 筒 状 の 金 属 管 素 材 （ 以 下 、 管 と い う ） の 端 部 を 絞 り ダ イ ス に よ り 縮 径 す る 方 法 と
し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 管 １ ０ １ を ク ラ ン プ １ ０ ２ ， １ ０ ３ に よ り 、 軸 方 向 へ の 移 動 を
拘 束 し て 支 持 し 、 該 管 １ ０ １ の 縮 径 側 端 に 対 向 し た 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ を 、 加 圧 手 段 に よ り
管 軸 方 向 （ 矢 印 Ｃ 方 向 ） に 加 圧 し て 、 該 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ に 形 成 し た 型 穴 １ ０ ５ に よ り 管
端 に 、 図 ５ に 示 す よ う な 縮 径 部 １ ０ １ ａ を 形 成 す る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文
献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 こ の 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ は 無 分 割 で 環 状 に 形 成 さ れ
、 縮 径 部 １ ０ １ ａ の 形 状 は 、 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ の 型 穴 １ ０ ５ に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ４ － ６ ２ １ ６ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 ４ 図 ～ 第 図 ８ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ７ － １ ０ ８ ３ ３ ３ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 ［ ０ ０ １ ８ ］ 、 図 １ ～ 図 ４ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ３ － ２ ２ ６ ３ ２ ７ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 下 段 左 欄 、 第 １ 図 Ａ ～ Ｃ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 従 来 の 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ に お い て 、 こ の 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ を 繰 り 返 し 使 用 す る と 、 そ
の 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ の 型 穴 １ ０ ５ の 内 周 面 が 磨 耗 し て そ の 内 径 が 次 第 に 大 き く な る た め 、
必 然 的 に 成 形 さ れ た 縮 径 部 １ ０ １ ａ の 外 径 が 設 定 さ れ た 径 よ り も 大 き く な り 、 所 望 の 縮 径
寸 法 の 縮 径 部 が 得 ら れ な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の た め 、 前 記 の よ う に 、 無 分 割 で 環 状 に 形 成 さ れ て い る 絞 り ダ イ ス １ ０ ４ に お い て は 、
磨 耗 し た 場 合 に は 、 絞 り ダ イ ス 全 体 を 交 換 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 所 望 の 縮 径 寸 法 が 多 種 に 及 ぶ 場 合 に は 、 予 め そ の 種 類 分 の 絞 り ダ イ ス を 用 意 し 、 縮
径 寸 法 を 変 更 す る 都 度 、 そ の 縮 径 寸 法 に 見 合 っ た 絞 り ダ イ ス に 変 更 し な け れ ば な ら ず 、 作
業 効 率 が 悪 化 す る と と も に 、 絞 り ダ イ ス の コ ス ト が 嵩 む 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 を 解 決 す る 管 の 縮 径 方 法 お よ び 縮 径 装 置 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 第 １ の 発 明 は 、 絞 り ダ イ ス と 管 の 少 な く と
も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の 部 材 側 へ 加 圧 移 動 し て 管 に 縮 径 部 を 形 成 す る 管 の 縮 径
方 法 に お い て 、 絞 り ダ イ ス に 、 管 の 周 方 向 に 複 数 分 割 さ れ た 分 割 型 を 設 け 、 該 分 割 型 を 管
軸 と 直 交 す る 方 向 に 進 退 移 動 可 能 に し 、 こ の 分 割 型 の 内 径 を 所 望 の 縮 径 寸 法 に 設 定 し て 、
絞 り ダ イ ス と 管 の 少 な く と も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の 部 材 側 へ 加 圧 移 動 し 、 管 を
縮 径 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 管 の 縮 径 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 第 ２ の 発 明 は 、 前 記 の 管 の 縮 径 方 法 に 用 い る 管 の 縮 径 装 置 で あ っ て 、 絞 り
ダ イ ス と 管 の 少 な く と も 一 方 の 部 材 を 管 軸 に 沿 っ て 他 方 の 部 材 側 へ 加 圧 移 動 し て 管 に 縮 径
部 を 形 成 す る 管 の 縮 径 装 置 に お い て 、 絞 り ダ イ ス を 、 内 面 が 所 望 の 型 面 に 形 成 さ れ 、 外 面
が 軸 方 向 に お い て 傾 斜 す る テ ー パ 面 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て 軸 方 向
及 び 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 移 動 可 能 な 分 割 型 と 、 該 分 割 型 の 外 方 に 配 置 さ れ 、 分 割 型 の
前 記 テ ー パ 状 の 外 面 と 摺 動 す る テ ー パ 面 を 有 す る ホ ル ダ と 、 前 記 分 割 型 の 軸 方 向 の 位 置 を
設 定 す る 移 動 部 材 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 管 の 縮 径 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に お い て は 、 分 割 型 を 、 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 進 退 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 全 分
割 型 に よ り 形 成 さ れ る 内 径 を 所 望 の 縮 径 寸 法 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 こ の 縮 径 寸 法 を 種 々 に 変 更 し て 絞 り ダ イ ス を 管 側 へ 加 圧 移 動 す る こ と に よ り
、 管 を 様 々 な 径 に 縮 径 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ り 縮 径 さ れ る 管 １ は 、 金 属 製 の 筒 体 で あ る 。 該 管 １ は 、 周 方 向 に 複 数 配 置 さ れ
た ク ラ ン プ ２ ａ ， ２ ｂ に よ り 挟 持 さ れ て 、 軸 方 向 へ の 移 動 を 拘 束 さ れ た 状 態 で 支 持 さ れ る
。 な お 、 図 に お い て 、 １ ｂ は 縮 径 さ れ た 縮 径 部 を 示 し 、 １ ａ で 示 す 鎖 線 は そ の 素 管 状 態 の
端 部 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 ク ラ ン プ ２ ａ ， ２ ｂ に よ り 支 持 さ れ た 管 １ に お け る 縮 径 端 部 側 に は 、 絞 り ダ イ ス ３ が
、 そ の 軸 芯 Ｘ １ を 管 軸 Ｘ ２ と 同 軸 に し て 対 向 配 置 さ れ 、 管 軸 Ｘ ２ に 沿 っ て 進 行 移 動 す る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
絞 り ダ イ ス ３ は 、 分 割 型 ４ 、 ホ ル ダ ５ 、 移 動 部 材 ６ 、 ス ト ッ パ ７ を 主 な 部 材 と し て 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
分 割 型 ４ は 、 内 面 （ 型 面 ） ４ ａ を 所 望 の 縮 径 形 状 或 い は そ れ よ り も 小 さ い 縮 径 形 状 に 対 応
し た 面 に 形 成 し 、 外 面 ４ ｂ を テ ー パ 状 に し た 中 空 円 錐 体 を 、 こ の 円 錐 体 の 軸 芯 Ｘ １ を 含 む
平 面 で ４ 個 に 分 割 し た も の で あ る 。 こ の 分 割 個 数 は ４ 個 に 限 る も の で は な く 、 複 数 、 す な
わ ち ２ 個 以 上 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 各 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ の 周 方 向 形 状 は 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 軸 方 向 形 状 は 軸 芯 Ｘ
１ に 略 沿 っ た 面 に 形 成 さ れ 、 外 面 ４ ｂ は 、 前 記 縮 径 さ れ る 管 １ に 対 向 す る 側 、 す な わ ち 絞
り ダ イ ス ３ の 前 進 方 向 Ｃ 側 が 縮 径 す る テ ー パ 面 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 分 割 型 ４ の 内
面 ４ ａ の 前 端 部 に は 先 拡 テ ー パ 状 の 入 口 面 ４ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 分 割 型 ４ の 外 方 に は 、 分 割 型 ４ の テ ー パ 状 の 外 面 ４ ｂ と 摺 動 す る テ ー パ 面 ５ ａ を 有 す
る 環 状 の ホ ル ダ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 該 ホ ル ダ ５ に お け る テ ー パ 面 ５ ａ の 内 径 は 、
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周 方 向 に 隣 接 す る 分 割 型 ４ 相 互 間 に 隙 間 ｄ が 存 在 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 各
分 割 型 ４ が ホ ル ダ ５ の テ ー パ 面 ５ ａ に 沿 っ て 前 記 矢 印 Ｃ 方 向 と 反 対 の 方 向 に 移 動 （ 後 退 ）
す る こ と に よ り 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ で 形 成 さ れ る 内 径 が 拡 大 し 、 前 記 矢 印 Ｃ 方 向 に 移
動 （ 前 進 ） す る こ と に よ り 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ で 形 成 さ れ る 内 径 が 縮 小 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 ホ ル ダ ５ は 、 そ の 軸 芯 Ｘ １ に 沿 っ て 進 退 移 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 図 示 し な い 駆 動
手 段 に よ っ て 図 の 矢 印 Ｆ の 力 が 付 与 さ れ る こ と に よ り 、 管 １ 側 へ 移 動 す る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 ホ ル ダ ５ の 後 部 に は 、 該 ホ ル ダ ５ に 対 し て 、 絞 り ダ イ ス ３ の 軸 芯 Ｘ １ 方 向 、 す な わ ち
管 軸 Ｘ ２ 方 向 に 沿 っ て 矢 印 Ｅ 方 向 に 進 退 可 能 な 移 動 部 材 ６ が 配 置 さ れ て お り 、 該 移 動 部 材
６ の 前 面 に 前 記 各 分 割 型 ４ の 後 面 が 摺 動 可 能 に 当 接 し て い る 。 更 に 、 該 移 動 部 材 ６ の 形 状
は 、 全 て の 分 割 型 ４ が 絞 り ダ イ ス ３ の 軸 芯 Ｘ １ 、 す な わ ち 管 軸 Ｘ ２ に 沿 っ た 方 向 お よ び 軸
芯 Ｘ １ 、 す な わ ち 管 軸 Ｘ ２ と 直 交 す る 方 向 へ 一 律 に 進 退 す る よ う に 、 例 え ば リ ン グ 状 の 板
材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 の 移 動 部 材 ６ は 、 前 記 ホ ル ダ ５ と は 別 の 進 退 移 動 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ り 軸 Ｘ １ 方 向
に 進 退 移 動 す る よ う に な っ て お り 、 こ の 進 退 移 動 は 、 例 え ば Ｎ Ｃ に よ る 数 値 制 御 に よ り 行
っ て も よ く 、 或 い は 手 動 で 行 っ て も よ い 。 例 え ば 、 数 値 制 御 で 行 う 場 合 に は 、 縮 径 部 １ ｂ
の 内 径 （ ま た は 外 径 ） に 嵌 め 合 う 部 品 が あ る 場 合 に 、 そ の 部 品 形 状 （ 径 ） を 計 測 し 、 そ の
計 測 値 よ り 移 動 部 材 ４ の 移 動 量 を 演 算 し て 移 動 部 材 ４ の 位 置 を 決 定 す る 。 こ れ に よ り 、 嵌
め 合 う 部 品 に 合 っ た 径 の 縮 径 部 １ ｂ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 ホ ル ダ ５ の 前 端 に は 、 前 記 各 分 割 型 ４ が 前 進 位 置 を 規 制 す る ス ト ッ パ ７ が 固 設 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 管 の 縮 径 方 法 を 説 明 す る 。
先 ず 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 移 動 部 材 ６ を 、 例 え ば ホ ル ダ ５ の 後 端 を 基 準 と し て ａ
分 前 進 さ せ 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ で 形 成 さ れ る 内 径 を Ａ 寸 法 に 設 定 し 、 管 １ を ク ラ ン プ
２ ａ ， ２ ｂ で 挟 持 し て 、 絞 り ダ イ ス ３ を 矢 印 Ｃ 方 向 へ 前 進 さ せ る と 、 管 １ の 素 管 状 態 の 端
部 １ ａ が 各 分 割 型 ４ の 入 口 面 ４ ｃ に 誘 導 さ れ て 各 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ 内 に 圧 入 さ れ 、 端 部
１ ａ は 図 １ の 実 線 で 示 す よ う に 、 外 径 が Ａ 寸 法 の 縮 径 部 １ ｂ に 縮 径 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 図 １ 及 び 図 ２ の 状 態 か ら 移 動 部 材 ６ を 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 後 退 （ 図 に お い
て 右 方 ） 、 例 え ば ホ ル ダ ５ の 後 端 を 基 準 と し て ｂ 分 後 退 さ せ た 状 態 で 、 絞 り ダ イ ス ３ を 矢
印 Ｃ 方 向 へ 前 進 さ せ る と 、 管 １ の 端 部 が 分 割 型 ４ の 入 口 面 ４ ｃ に 当 た る こ と に よ っ て 各 分
割 型 ４ は 、 前 記 の よ う に 後 退 し た 移 動 部 材 ６ に 当 た る ま で 後 退 す る 。 こ の 各 分 割 型 ４ が 後
退 す る と 、 分 割 型 ４ の テ ー パ 状 の 外 面 ４ ｂ と ホ ル ダ ５ の テ ー パ 面 ５ ａ に よ っ て 各 分 割 型 ４
は 管 １ の 求 心 方 向 と 反 対 側 、 す な わ ち 外 側 へ 移 動 し 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ で 形 成 さ れ る
内 径 は 、 前 記 図 １ 及 び 図 ２ で の Ａ 寸 法 よ り も 大 き い Ｂ 寸 法 に な る 。 し た が っ て 、 管 １ の 端
部 １ ａ は 、 図 ３ の 実 線 で 示 す よ う に 、 外 径 が Ｂ 寸 法 の 縮 径 部 １ ｂ に 縮 径 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 状 態 か ら 、 移 動 部 材 ６ を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 位 置 へ 前 進 移 動 さ せ る
と 、 各 分 割 型 ４ が 管 １ の 求 心 方 向 （ 内 側 ） へ 移 動 し て 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ で 形 成 さ れ
る 内 径 が 縮 小 し 、 前 記 図 １ 及 び 図 ２ で の 縮 径 加 工 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
し た が っ て 、 移 動 部 材 ６ を 管 軸 方 向 へ 所 望 量 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 各 分 割 型 ４ を 管 軸 と
直 交 す る 方 向 （ 径 方 向 ） に 所 望 量 移 動 さ せ て 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 で 形 成 さ れ る 内 径 を 所 望
の 径 に 設 定 し 、 所 望 の 縮 径 寸 法 の 縮 径 加 工 が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
そ の た め 、 縮 径 寸 法 が 多 種 に 及 ぶ 場 合 に お い て も 、 各 分 割 型 を 交 換 す る こ と な く １ 個 の 絞
り ダ イ ス で 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 縮 径 加 工 の 繰 り 返 し に よ り 、 分 割 型 ４ の 内 面 ４ ａ が 磨 耗 し て 、 分 割 型 ４ の 内 径 が 大
き く な っ た 場 合 に は 、 そ の 磨 耗 分 だ け 分 割 型 ４ が 求 心 方 向 へ 移 動 す る よ う に 、 移 動 部 材 ６
を 前 進 （ 図 の 左 方 へ 移 動 ） さ せ る 。 こ れ に よ り 、 全 分 割 型 ４ の 内 面 で 形 成 さ れ る 内 径 を 元
の 設 定 寸 法 へ 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
し た が っ て 、 分 割 型 ４ が 磨 耗 し て も 、 そ の 分 割 型 ４ を 交 換 す る こ と な く 使 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 前 記 実 施 例 で は 、 管 １ を 固 定 し て 絞 り ダ イ ス ３ を 管 １ 側 へ 移 動 さ せ る よ う に し た が
、 絞 り ダ イ ス ３ を 固 定 し て 管 １ を 絞 り ダ イ ス ３ 側 へ 移 動 さ せ る よ う に し て も よ く 、 更 に は
こ れ ら 双 方 の 部 材 を 同 時 に 近 接 方 向 へ 移 動 さ せ て も よ い 。 　 ま た 、 前 記 実 施 例 は 、 管 の 端
部 を 縮 径 す る 例 で あ る が 、 本 発 明 に よ り 、 管 の 端 部 か ら 管 の 胴 部 ま で 縮 径 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し た が っ て 、 本 発 明 は 、 触 媒 担 体 や デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 等 を 、 管 の 胴 部
に 内 蔵 す る 排 気 ガ ス 浄 化 装 置 の 製 造 に お い て 、 触 媒 担 体 や デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ
ィ ル タ の 外 径 寸 法 の ば ら つ き に よ る 保 持 力 の 低 下 を 防 止 す る 手 段 と し て 、 管 の 胴 部 を 縮 径
す る 縮 径 加 工 （ サ イ ジ ン グ ） に も 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う で あ る か ら 、 本 発 明 に よ れ ば 、 繰 り 返 し の 使 用 に よ り 絞 り ダ イ ス の 分 割 型 が 磨
耗 し た 場 合 に は 、 そ の 磨 耗 分 だ け 分 割 型 を 求 心 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 元 の 設 定 寸
法 の 径 で 縮 径 加 工 が 行 え る 。 し た が っ て 、 分 割 型 、 す な わ ち 絞 り ダ イ ス が 磨 耗 し て も そ の
交 換 の 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 縮 径 寸 法 が 多 種 に 及 ぶ 場 合 で も 、 分 割 型 を 移 動 調 節 す る こ と に よ り 、 そ の 分 割 型 で
対 応 す る こ と が で き 、 分 割 型 、 す な わ ち 、 絞 り ダ イ ス の 交 換 の 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
し た が っ て 、 絞 り ダ イ ス の 磨 耗 や 多 種 寸 法 の 縮 径 加 工 に 対 し て 、 絞 り ダ イ ス の 交 換 作 業 を
な く し 、 作 業 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と と も に 絞 り ダ イ ス に 要 す る コ ス ト を 抑 え る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 縮 径 装 置 の 側 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 右 側 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 状 態 よ り も 大 径 の 縮 径 加 工 を 行 う 状 態 を 示 す 側 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お け る 右 側 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 絞 り ダ イ ス を 用 い た 縮 径 装 置 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 管
１ ｂ 　 縮 径 部
３ 　 　 絞 り ダ イ ス
４ 　 　 分 割 型
４ ａ 　 内 面
４ ｂ 　 外 面
５ 　 　 ホ ル ダ
５ ａ 　 テ ー パ 面
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６ 　 　 移 動 部 材
Ｘ １ 　 絞 り ダ イ ス の 軸 芯
Ｘ ２ 　 管 軸

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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